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「成人式の健康談話（2）」

禁書豊郁　　　平分
ファミリーレストランに元気なく入ってさても、こども

は食べている最中から跳ね回り出します。小さいうち

はからだに余分なエネルギーがあると活動性が増

し、なくなるとおとなしくなります。桓力が十分でなかっ

た時代。明るい内にやってしまうべき仕事がたくさん

ありました。家事でも洗濯～物干し～取り込み一たた

んでタンスに収納など。食糧難のときでも、おとなは食

後すぐにからだを動かしていたのですが、こども達は

ムダな動きをしてすぐに腹へったと言わないように食

後の安静が強いられました。現代では食糧難も電力

不足も解消されているので、こどもたちは食後の安

静をする必要はなくなりました。一方、昼休みに安静

にしている現代人は食後高血糖一糖尿病か肥満に

なるリスクを抱え込むことに。食後の安静は厳に慎む
べき過去の遺物となったのです。お昼の給食は教室

で食べでも昼休みは校庭で遊びます。おとなはムダ

には動きませんからお昼ごほんは外に買いに行くか

食べに行かないとからだを使う機会を失います。
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